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戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発） 

科学技術の倫理的・法制度的・社会的課題（ELSI）への包括的実践研究開発プログラム 

プロジェクト企画調査事後評価報告書 

 

「科学技術の倫理的・法制度的・社会的課題（ELSI）への包括的実践研究開発プログラム」 

プログラム総括  唐沢 かおり 

 

１. 課題代表者 

  渡部 麻衣子（自治医科大学 医学部総合教育部門 講師） 

２. 課題名 

  「技術構成主義」に立つ「生と死」をめぐる倫理の分析と社会的議論の啓発に向けた企画調査 

３. 実施期間 

  令和 2（2020）年 9 月 1 日 ～ 令和 3（2021）年 3 月 31 日 

４. 事後評価結果 

プロジェクト企画調査の目標達成状況 

 本企画調査は、「人間-技術構成主義」と呼ぶ視座に立ち、技術を通して死生観を照射し、そこに

顕在する倫理的課題を技術倫理の観点から論じる領野を開拓することを目指している。「死」とい

う現象を構成する新興技術を対象として、分析対象とする事例の絞り込み、調査対象フィールドと

の関係の構築、社会的議論に必要となる理論的基盤と実践的手法の精緻化を目標として実施された

ものである。当プログラムにおけるプロジェクト企画調査として、技術構成主義に立つことの是非

も含めた理論的検討、対象とする科学技術と ELSI の整理、日本の文脈への着眼と取り組み方法な

ど、実践を行う前段階としての設計強化を期待した。 

 企画調査の結果、「技術構成主義」の考え方についてチーム内で理論的検討を深め、「人間-技術構

成主義」へと初期設定を改めた上で、文化人類学的知見からみる技術倫理と死生観の変容の分析や、

フィールドワークから日本特有の風習を発掘し、スペキュラティブ・デザインのアプローチによっ

て ELSI 論点の導出を試行するなど、多様な視点での取り組みが着実に推進されている。しかしな

がら、個別項目単位での進捗と仮説構築の段階にとどまっていると思われ、各項目をいかに統合し、

どのような哲学的方向性の仮説の上に立って中心的課題を設定するのか、「人間-技術構成主義」に

立つ分析的視座の確立については検討の途上であり、目標を達成できていない事項がある。理論的

に立脚する立場をさらに検討し、それぞれの取り組みや要素の相互関連性を明確に設計した上で、

包括的実践につながる研究開発構想の具体化が進展することを期待する。 
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（所属・役職はすべて 2021 年 3 月末時点） 




